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①廃棄瓦を用いた植生インターロッキングブロックの検討

　曲げ強度試験および圧縮強度試験の結果によると、ブロックタイプの曲げ強度は4.6N/m㎡と、インターロッキン

グブロックの規格値(4.0N/m㎡)を満足した。一方でタイルタイプの曲げ強度は2.5N/m㎡で、規格値よりも低い値で

あった。これは、上部の高強度モルタルの曲げ強度に寄与しているためである。これらの結果から、廃棄瓦を用いた

植生用ポーラスコンクリートと強度モルタルの2層構造にすることで、植生機能に加えて芝生の保護を目的としたイ

ンターロッキングブロックの可能性を見出せた。

　今回の研究では、植生機能としての評価ができなかったため、植生機能の評価や実際の使用条件における適用性の

検討などが今後の課題である。

②ベトナムホーチミン地区を対象とした透水性インターロッキングの検討

　ベトナムホーチミンにあるコンクリート2次製品メーカーを訪問し、透水性インターロッキングブロックの配合試

験を行った。実機製造したインターロッキングブロックは、基盤は5～13mm程度の骨材を用いたポーラスコンク

リートとし、表層は粒形の小さい骨材を使用した2層構造とした。配合試験および実機製造試験により、ベトナム

ホーチミン地区において透水性インターロッキングブロックの知見を得ることができた。

　現地の材料を用いて透水性インターロッキングブロックを製造することができたが、製造コストや運搬・流通経路

などに課題があり、現地での普及に向けて引き続き活動を継続する。

廃棄瓦および廃棄レンガを有効利用した多機能舗装に関する研

究


